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当社の鉄骨ユニット工法として過去最大規模 

駒澤大学陸上競技部の学生寮が竣工 
○ 戸建住宅 10 棟分に相当するユニット数を使用した学生寮 

○ 高度に工業化したユニット工法ならではの高品質・高精度・短工期が特長 

○ 同工法を資産活用メニューに展開し大規模建築にも積極的に活用 

 

ミサワホーム株式会社（代表取締役社長執行役員 竹中宣雄）は、戸建住宅及び賃貸住宅向け

に展開している鉄骨ユニット工法「HYBRID（ハイブリッド）」で、過去最大規模の 105 ユニ

ットを使用した「駒澤大学陸上競技部学生寮」を建築し、このほど竣工しました。 

 

 現在、ミサワホームは中期経営計画において事業の多角化を推進しており、戸建住宅事業に

とどまらず、事業領域を「住生活全般」に拡大することで住まいに関する全ての提案ができる

企業を目指しています。重点事業の一つである資産活用事業では、土地オーナーの要望や建築

地の条件などに応じて商業施設や医療介護施設、保育施設といったさまざまな建物の建設を手

掛けており、採用する構造・工法も多岐にわたっています。 

 

「HYBRID」は、鉄骨の柱と梁を剛接合する「鉄骨ラーメン構造」で製造するユニットに外

壁やサッシ、電気配線などをあらかじめ組み込んだ状態で建築現場へ運び、クレーンで吊って

組み立てる「ユニット工法」です。ミサワホームは、同工法を 1981 年から戸建住宅や賃貸住

宅向けに採用しています。徹底した品質管理体制のもと、ユニット・外壁の製造から外部備品

の取り付けまで一貫して工場で手掛ける「高度工業化住宅」のため、高精度・高品質に加えて

建築現場の省力化や工期の短縮も可能です。外壁には、耐久性・耐火性・遮音性などに優れ、

陰影のある重厚な質感を持つ独自開発のセラミック外壁「PALC（パルク）」を採用しています。 

ミサワホームでは資産活用事業の拡大に向けて、これらの特長を持つ「HYBRID」を学生寮

や社宅といった比較的大規模な建築物向けにも提案しています。今回は、品質の高さや短工期、

住宅メーカーならではの保証体制などが評価されて採用にいたりました。なお、一般的な戸建

住宅を「HYBRID」で建築する場合は 1 棟につき 10 ユニット程度を使用しますが、今回の学

生寮は戸建住宅 10 棟分に相当する 105 ユニットを使用しています。 

 

 ミサワホームは、短工期・高コストパフォーマンスを実現する鉄骨ユニット工法「HYBRID」

を採用した提案を積極的に展開することによって、今後も資産活用事業の拡大を図っていく考

えです。 

 

ミサワホーム株式会社 〒163-0833 東京都新宿区西新宿 2-4-1 Tel.03(3349)8088（広報直通） 



■「駒澤大学陸上競技部学生寮」概要 

所 在 地：東京都世田谷区 

構造・工法：鉄骨ラーメン構造・ユニット工法 

階 数：3 階建て 

延 床 面 積：1,077.80 ㎡ 

工 期：2016 年 6 月～2017 年 2 月 

設計・施工：ミサワホーム株式会社 

 

■主な部屋と特徴 

寮室 23 部屋 44 名 

トレーニング室 プロサッカーチームのトレーニング室にも採用されている 

クッション性に優れた床材を採用 

ミーティングルーム 約 50 名の寮生が一堂に集まり食事やミーティングができる、 

柱のない約 50 帖の大空間を実現 

浴室 省エネ設備として自動止水機能付きシャワー水栓を採用。 

サウナも設置 

その他 監督室、コーチ室、マッサージ室、厨房、館内放送設備等 
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＊この件に関するお問い合わせ先＊ 

ミサワホーム㈱ 経営企画部コーポレートコミュニケーション課  

中田義規 宮田智 

TEL：03-3349-8088／FAX：03-5381-7838  

E-mail：Satoshi_Miyata@home.misawa.co.jp 

 

外観 ミーティングルーム 


